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1 新規

佐久郷土かるた「佐
久っ子かるた」～未
来を切り拓く青少年
へ～
（公益社団法人　佐
久青年会議所）

　佐久の魅力を盛り込んだ郷土かるた、「佐
久っ子かるた」の制作・配布、「佐久っこかる
た」を使用した、かるた大会を開催する。読
み句は市内の児童と保護者から一般応募
し、絵札は市内の絵画団体や、活動サーク
ルに依頼する。出来上がった「佐久っこかる
た」は市内小学校、児童館、保育園、幼稚
園、図書館へ配布する。「佐久っ子かるた」を
通して親子ふれあいの機会を創出し、子供
たちへ郷土愛を育ませ、地域に関する知識
や意識の向上を図る。

3,659 947 473

2 新規
共同参画を進める元
気な佐久市
（ともに生きる佐久）

　女性の働く姿、男性の子育てへの参加、そ
れを支援する事業所、市の施策、施設等紹
介、５つのテーマでまとめた動画を佐久ケー
ブルテレビで放映する。また、YouTube等の
動画サイトにも投稿し、多くの人に、佐久市
が子育てしやすく生活しやすい地域であるこ
とを知ってもらい、さらに佐久市内への就職
や移住を促していく。

2,290 2,290 1,000

3 新規

海から一番遠い
「saku海の家」
（佐久商工会議所
青年部）

　日本で海から一番遠い地点のある佐久市
で、「saku海の家」を開催する。地域の持つ
特徴や豊富な資源を有効活用し、商工業を
中心とした佐久地域の力を広域に伝播して
いく一助とする。海の家を連想させる飲食
ブース等の出店、中部横断自動車道のパネ
ル設置による早期開通への啓発活動や、沿
線の静岡、新潟と連携したイベントも企画す
る。さらに、子供達とシニア世代の職業体験
による世代間交流と、子供たちに佐久市の
魅力を伝える場とし、海の家という今まで市
内にない婚活の場も提供する。

4,578 878 439

4 新規

地域協働によるまち
ゼミ事業
（中込商店会協同組
合）

　受講料無料で少人数制の講座を年4回開
催。商店街と商店のファンをつくることを目的
とする。また、色々な知識や技術を持つ地域
に住む人の講座を開催するなど、幅広いお
客様に参加してもらえる多彩なゼミを目指
す。講座の都度、アンケート調査をしてまち
づくりに役立てる。小規模店舗が大型店・量
販店と品揃えや価格で対抗することが難し
い中、商店街及び個人店が地域コミュニ
ティーの中心として地域住民に役立つことを
アピールする。

1,184 1,184 592

平成２９年度　佐久市まちづくり活動支援金事業（高額補助）　交付決定事業

≪佐　久　っ　と　支　援　金≫
（単位：千円）



№
新規・
継続

事業名
（団体名）

事業概要 対象経費
支援金交付対
象経費

交付決定額
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5 継続

チャリティーワークイ
ベントakshu2017及び
akshuクリスマスサン
タプロジェクト
（akshu）

　病気の子ども達のために何かできることは
ないか、また、日本の未来を担う子供達に少
しでも夢や希望、チャレンジする気持ちを
持ってもらうために、子供達のダンス発表や
楽器等による演奏、子供から大人まで楽し
めるワークショップ等を主体としたチャリ
ティーイベントを開催する。開催時には募金
活動を行い、病気に苦しむ子供達のために
活動している医療施設及び行政施設へ寄付
する。

216 216 108

6 新規

NAKAGOMIハロウィ
ンGO
（中込復興・町興し集
団　SNAP）

　衰退する中込の街に、以前の活気を取り
戻すために、若手経営者の手で町興し・復興
を目的とした、ハロウィンイベントを開催す
る。小さいお子様から大人まで満足してもら
える参加型イベントや、約10店舗が出店して
街全体で中込を盛り上げる事業とする。子供
を中心に中込地域の魅力的食文化を知って
もらい、中込の魅力を発信し、じかに中込地
域の魅力を知ることで自ら住まう地域の愛郷
心を養う。

767 537 268

7 新規

「岩村田商店街が取
り組む　新たな子ど
もの居場所づくり事
業
（岩村田本町商店街
振興組合）

　「子どもの居場所作り」のトライアルとして、
子供たちに食の支援と、居場所づくりの支援
をするためのイベントを実施する。今年度の
事業で、ニーズの調査と検証を進め、最終
目標は「子どもの居場所作り」の完成を目指
す。「子ども食堂」、「学習支援」、「相談支
援」を継続的に運営できる仕組みを完成させ
るための、3年長期計画の１年目となる事
業。

1,447 419 209

合　計 14,141 6,471 3,089


